
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
と
は
、
２
０
１
５
年
9
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、
採
択
さ
れ
た

２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
で
す
。

　

県
で
は
、
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な

い
と
い
う
理
念
に
沿
い
な
が
ら
持
続

可
能
な
地
域
や
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
福
井
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
」
を
創
設
。
こ

の
会
議
に
参
加
す
る
企
業
や
団
体
、

教
育
・
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
体
な
ど
の
多
様
な
主
体
を
「
ふ

く
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
募
集
や
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

市
も
さ
ら
な
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
10
月
６
日
（
火
）
に

登
録
を
行
い
ま
し
た
。

未
来
の
た
め
に
。

　
～
次
の
世
代
へ
選
ば
れ
る
福
井
へ
～

「
ふ
く
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」

Yasuo S
asaki

新
春
の

ご‌
あ‌

い‌

さ‌

つ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
流
行
を
受
け
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
は
一
変
し
、
市
内
に
お

い
て
も
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
誰
も
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
北
陸
新
幹
線
金
沢-
敦
賀
間
の
開
業
に
つ
い
て
、

当
初
予
定
し
て
い
た
令
和
５
年
春
か
ら
１
年
遅
れ
る
と
い
う
見
通
し

が
国
土
交
通
省
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。
新
幹
線
開
業
を
地
域
活
性
化

の
起
爆
剤
と
捉
え
て
き
た
あ
わ
ら
市
と
し
て
は
、
極
め
て
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
駅
周
辺
で
は
本
年
４
月
に
開
業
を
予
定
し
て
い

る
西
口
立
体
駐
車
場
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
春
に
は
芦
原

温
泉
駅
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
「
西
口
賑
わ
い
施
設
」
の
建
設
に

着
手
い
た
し
ま
す
。
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
こ
う
し

た
歩
み
を
止
め
ず
、
令
和
５
年
春
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
幹
線
の
開
業
効
果
を
市
内
全
域
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、

「
和
心
あ
ふ
れ
る
国
際
的
な
感
幸
地
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
観
光
振

興
戦
略
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
新
た
な

観
光
商
品
の
開
発
、
魅
力
発
信
の
強
化
な
ど
を
推
進
し
、
誘
客
拡
大

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
の
史
跡
で
あ
る
「
吉
崎
御
坊
」
は
、
今
年
、
開
山
５
５
０
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
あ
わ
ら
市
北
部
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
食

な
ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
吉
崎
地
区
に
新
た
な
観

光
や
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
道
の
駅
「
蓮
如
の
里
あ
わ
ら
」
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、各
集
落
に
お
い
て
は
、平
成
31
年
３
月
に
策
定
し
た
「
ま
ち・

む
ら
と
き
め
き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
主
体
的
で
特
徴
的
な
活
動
が

増
え
て
い
ま
す
。
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
に
も
注
力
し
、
集
落
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見

込
め
な
い
状
況
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
「
新
し

い
生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
感
染
症
対
策
は

も
と
よ
り
、
引
き
続
き
、
市
民
へ
の
生
活
支
援
や
経
済
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
支
援
や
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、

空
き
家
の
利
活
用
に
よ
る
定
住
・
移
住
の
促
進
、
多
発
す
る
大
規
模

災
害
へ
の
対
策
強
化
な
ど
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
や
市
民
の
皆
さ
ま

と
手
を
携
え
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
に
迎
え
た
こ
の
１
年
も
「
誰
も
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
ワ
ク

ワ
ク　

ド
キ
ド
キ　

キ
ラ
キ
ラ　

と
笑
顔
で
元
気
に
暮
ら
す
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
わ
ら
市
長
　
　
佐
々
木
　
康
男

未
来
を
担
う
北
陸
新
幹
線

　
　
　
　
　
～
芦
原
温
泉
駅
開
業
に
向
け
て
～

▲ 達成に向けて取り組む主なゴール

　このまちで暮らす市民も、これから市民にな
ろうとする人も、みんなが暮らしやすくて幸せ
を実感できるまちを目指します。
〇 北潟湖の自然再生に関する啓発活動
〇 児童生徒のふるさと教育の推進
〇 インターンシップを実施する企業と参加する

求職者への支援
〇 出会いから成婚までの支援

市ができることを

※ 宣誓書から抜粋。

① 芦原温泉駅西口賑わい施設外観
② 魅力体感施設（あわらの湯）
③ 魅力体感施設（あわらの食）

④ 魅力体感施設（福井の旅）
⑤ 西口立体駐車場
⑥ ビジネスホテル

①

②

③

④

※ 画像は全てイメージです。

　
市
で
は
、
北
陸
新
幹
線
芦
原
温
泉
駅
開
業
に
向
け
、
写
真
①
の
西
口
賑

わ
い
施
設
を
は
じ
め
、
駅
周
辺
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
整
備
予
定
に
つ

い
て
、
最
新
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
写
真
②
～
④
の
西
口
賑
わ
い
施
設
内
に
あ
る
魅
力
体
感
施
設
は
、

「
あ
わ
ら
温
泉
」
を
は
じ
め
、
市
内
の
観
光
地
や
自
然
、
歴
史
、
ま
つ
り
、

坂
井
北
部
丘
陵
地
の
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
ほ
か
、
県
を
代
表
す
る
観
光
地
の

魅
力
が
体
感
で
き
る
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
同
施
設
内
の
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
・
物
販
店
舗
は
、
市
内
に
本
社
を
置
く
（
株
）
三
丹
本

店
を
出
店
予
定
者
に
決
定
し
、
令
和
５
年
春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
次
に
、
写
真
⑤
の
西
口
立
体
駐
車
場
は
、
１
階
か

ら
屋
上
ま
で
を
含
め
た
収
容
台
数
が
、
車
３
０
０
台
、
バ
イ
ク
12
台
、
自

転
車
１
０
１
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
令
和
３
年
４
月
の
供
用

開
始
予
定
で
す
。
最
後
に
、
写
真
⑥
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
、
芦
原
温
泉

駅
西
口
エ
リ
ア
に
建
設
さ
れ
、
８
階
建
て
１
２
６
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
令
和
４
年
春
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

⑤

⑥
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